
大正大学社会福祉学会                   第 13 号 2013.5.31  

鴨 台 社 事 通 信 
 

  事務局 ： 〒170-8470 東京都豊島区西巣鴨 3-20-1  社会福祉学科事務室内  

 

平成２５年度より元の名称の社会福祉学科に戻り、社会福祉士と精神保健福祉士の養成に加え、コミュニティ

ソーシャルワーカーとスクールソーシャルワーカーおよび医療ソーシャルワーカーの養成課程の開設準備を進

めている。また、大学院でも認定社会福祉士制度に沿ったスーパービジョン教育を拡充するよう計画している。

そうした取り組みを論議する場としたい。 

 

第 37回 大正大学社会福祉学会のご案内 

大会テーマ「新たなソーシャルワーカーへの期待」 

 

【日 程】 平成 25 年 7 月 7 日（日）13 時より 

【会 場】 大正大学巣鴨校舎 5 号館 551 教室 

【プログラム】 

13:00～ 受付開始 

13:20～ 総会 

13:50～ 基調講演「近未来を担うソーシャルワーク専門職への期待」 

          白澤 政和（桜美林大学大学院教授／社養協・前会長） 

 

15:30～ シンポジウム 「新たなソーシャルワーカーへの期待」 

       シンポジスト     大竹 宏和（豊島区民社会福祉協議会ＣＳＷ） 

                 天野 敬子（不登校ひきこもり研究所ＳＳＷ） 

                蔵方 伸枝（昭和大学附属病院ＭＳＷ） 

       コーディネーター 坂本 智代枝（本学大学院専攻長） 

 

18:00～ 学生・卒業生・教員交流会（ティパーティ）：5 号館 8 階 鴨台食堂 

 

【参加費】 

 教員・卒業生会員   ￥4,000（ティパーティ参加費込） 

 学部生・院生     無料（但し、ティパーティの参加費 ¥500） 

  

大会への出欠席を下記のメールもしくは FAXにて 2013年 6月 21日（金）までにお知らせください。

なお、ご不明な点は、下記の学会事務局までご連絡願います。 

 

学会事務局  〒170-8470 東京都豊島区西巣鴨 3‐20‐1 大正大学７号館７階事務室内 

TEL 03-3918-7311〔内線 5770〕／FAX 03-5394-3057  MAIL info@tais-shafuku.sakura.ne.jp 

事務局長：熊澤 利和 事務員：関根 沙織   



 大正大学社会福祉学会の動向 

本年 2 月に開催されました 2012 年度第 3 回評議員会で役員が改選されました。会長の大谷先生は名誉会長と

なられ、副会長をされていた石川到覚先生が会長に、不肖髙橋が副会長となりました。大谷先生には長年会長の

責務を担っていただきありがとうございました。新役員もこれまでのよき伝統を受け継ぎ、当学会の発展に努力

する所存です。ところで、『鴨台社事通信』は、卒業生会員の皆さんに郵送できず、13 号よりインターネット配

信とさせていただきます。2010 年度よりアーバン福祉学科の「のびのび子どもプロダクトコース」と「まち環境

プロダクトコース」が人間環境学科として分離独立したことから学科定員が 80 名となり、会費収入も減少した

ための措置です。卒業生会員の皆様にはご不便をおかけしますが、何卒よろしくお願い致します。なお、2013

年 4 月より学科名が元の名称に戻り、社会福祉学科 社会福祉学コースに改称されました。 

大正大学社会福祉学会 副会長 髙橋 一弘  

 

社会福祉学科の充実発展のために 

 本年度から 3 年間、学科長を務めさせていただくことになりました。私が大正大学に着任したのは 1997 年です。

当時は社会福祉系の志願者が増加し、大学も乱立するという「福祉バブル」の時代でした。しかし、2005 年頃か

らマスコミの報道などもあって「3K の職場＝社会福祉」というイメージが生まれ、大学は志願者の確保に追われ

るようになりました。この間、我が学科も志願者対策に取り組んでおります。その場合一番大切なことは、学生

が卒業する時に大正大学の社会福祉で学んでよかったという気持ちになれることです。そのためには、教育や就

職指導の充実はもちろんのこと、ソーシャルワーカーあるいは社会福祉士・精神保健福祉士として活躍している

卒業生のロールモデルが重要だと思っております。今後、学部生や院生、卒業生、教員を結ぶ交流のネットワー

クを拡大していく所存ですので、何卒、ご支援をよろしくお願い申し上げます。 

人間学部社会福祉学科 学科長 宮崎 牧子  

   

大正学派のさらなる形成にむけて 
 昨年、大正大学大学院社会福祉学専攻 開設 15 周年記念大会が開催され、大学院修了生も 150 名を超え、専攻

開設当初の諸先生方の教育理念を引き継ぐには荷が重い若輩ですが、社会福祉学専攻の歴史と伝統を踏まえ少し

ずつ前進していく所存です。社会福祉学専攻はコアにあたる「実践分析研究」における共同指導体制を基盤にし

て新たなカリキュラムを改訂しました。さらに担当教員の研究テーマに応じた担当科目を配置し、認定社会福祉

士制度の認定科目を配置することで大学院と職能団体及び地域に拓かれた大学院教育を目指したいと思います。

今年度より、高橋一弘先生、金 潔先生が加わり、学部から大学院へと学生を誘い、卒業生が再度学ぶ場である

リカレント教育の場としても研究と実践が往復できる環境を創造していきたいと思いますので、ご支援の程よろ

しくお願いいたします。 

人間学研究科社会福祉学専攻 専攻長 坂本 智代枝  

『鴨台社会福祉学論集 第 23号』に掲載する論文を募集（締切 10月末）いたします。投稿規程等の詳細に

つきましては、下記の大正大学社会福祉学研究室ホームページをご覧ください。 

大正大学社会福祉学研究室ホームページ http://www.ohdai-sw.com 

 

 

個別ＩＤ： 卒業生＝宛名ラベル右下に記載の８桁の数字 

   在学生＝学籍番号の末尾に“０”をつけた８桁の数字 

 共通パスワード： ohdai （半角英字） 

大正大学社会福祉研究室 90周年記念事業の一環として本学会では、ホームページを開設しております。この
ホームページを通じて、大正大学の社会福祉に関する取り組みを広くＰＲし、多くの先人たちの想いを若い世
代に手渡していくと共に、学会員の皆様に「大正大学社会福祉学研究室の今」を提供したいと思います。会員
専用ページ内には、事務室からのお知らせや会員が自由に書き込める掲示板、職員採用・ボランティア募集な
どにご活用いただける募集掲示板などを設置してあります。ぜひご活用下さい。 

会員ページ閲覧には個別ＩＤとパスワードが必要

です 


